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「
田
真
説
話
」
の
生
成
に
つい
て

─
二
十
四
孝
の
研
究
─

張
　
滌
非

一
　
は
じ
め
に

　
「
田
真
説
話
」
と
は
、
三
人
兄
弟
の
間
に
お
け
る
財
産
分
与
の
話
が
要
点
と
な
る
孝
行
話
で
あ
り
、
元
時
代
の
郭
居
敬
が
撰
述
し
た
『
二
十
四

孝
』
と
い
う
教
訓
書
に
収
録
さ
れ
て
か
ら
、
中
国
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
朝
鮮
や
日
本
な
ど
国
の
境
界
を
乗
り
越
え
て
、
広
く
世
の
中
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
『
将
門
記
』、『
注
好
選
』、『
今
昔
物
語
集
』、
井
原
西
鶴
の
『
本
朝
二
十
不
孝
』
な
ど
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
見

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
大
舜
、
孟
宗
、
王
祥
な
ど
の
有
名
な
孝
子
話
と
比
べ
、「
田
真
説
話
」
は
親
孝
行
の
要
素
が
薄
く
見
え
る一

の
が
原
因
で
、
孝

子
説
話
の
研
究
史
に
お
い
て
、
あ
ま
り
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

柳
瀬
喜
代
志
氏
は
「「
三
荊
」
故
事
源
流
考
」
に
お
い
て
、「
田
真
説
話
」
の
出
典
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
な
っ
た二

。
彼
の
意
見
に
よ
る
と
、
そ

れ
は
素
朴
な
民
間
の
説
話
（
古
上
留
田
行
）
か
ら
、
周
景
式
の
手
に
よ
っ
て
、「
孝
行
」
と
い
う
要
素
を
加
え
ら
れ
て
『
孝
子
伝
』
に
入
る
。
そ

の
周
景
式
撰
『
孝
子
伝
』
に
あ
る
「
荊
樹
連
陰
説
話
」
は
、
ま
た
「
兄
弟
雍
和
談
」、「
孝
感
」、「
離
別
」
と
い
う
要
素
を
加
え
ら
れ
て
、
三
つ
の

系
統
に
別
れ
て
、
継
承
、
発
展
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
中
に
、「
孝
感
」
と
い
う
要
素
を
備
え
る
も
の
は
、
後
の
『
続
斉
諧
記
』
に
あ
る
「
田
真
説

話
」
と
な
る
。
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黒
田
彰
氏
は
「
三
矢
の
訓
と
荊
樹
連
陰
―
二
十
四
孝
の
享
受
│
」
の
中
で
、
そ
の
意
見
に
対
し
て
賛
意
を
表
し
て
い
る三

。
さ
ら
に
彼
は
「
孝
子

伝
、
二
十
四
孝
に
お
け
る
荊
樹
連
陰
の
故
事
は
、
孝
の
範
囲
を
兄
弟
に
ま
で
拡
張
し
た
も
の
だ
」
と
い
う
意
見
を
示
し
た
。

拙
稿
「「
三
荊
」
の
出
自
に
つ
い
て
│
二
十
四
孝
の
田
真
説
話
の
研
究
│
」（『
三
田
國
文
』
第
六
六
号　

二
○
二
一
年
一
二
月
）
に
お
い
て
、

成
立
年
代
及
び
内
容
面
か
ら
「
田
真
説
話
」
の
原
話
と
考
え
ら
れ
る
「
三
荊
」
の
典
拠
に
つ
い
て
再
検
討
を
し
、
従
来
に
考
え
ら
れ
た
陸
機
の
詩

作
「
豫
章
行
」
に
あ
る
「
三
荊
」
が
周
景
式
撰
『
孝
子
伝
』
の
「
荊
樹
連
陰
説
話
」
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
い
う
指
摘
の
誤
り
を
論
じ
た
。
結
論

と
し
て
、「
三
荊
」
の
典
拠
は
「
古
上
留
田
行
」、「
荊
樹
連
陰
説
話
」、「
田
真
説
話
」
な
ど
で
は
な
く
、
周
の
太
伯
兄
弟
が
離
別
を
悲
し
む
「
哀

慕
歌
」
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
示
し
た
。
本
稿
も
そ
の
考
え
に
基
づ
い
て
、
続
け
て
「
田
真
説
話
」
の
生
成
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
み
た

い
。

二
　「
田
真
説
話
」
の
性
格
と
内
容

黒
田
彰
氏
は
「
田
真
説
話
」
に
つ
い
て
、「
荊
樹
連
陰
の
故
事
は
（
略
）
周
景
式
孝
子
伝
の
逸
文
に
よ
り
、
辛
う
じ
て
孝
子
伝
中
の
一
条
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
世
に
こ
の
故
事
が
盛
行
、
流
布
す
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
二
十
四
孝
中
に
再
び
こ
の
故
事
が

採
用
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。」（『
孝
子
伝
の
研
究
』
三
九
◯
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
田
真
説
話
」
の
性
格
と
内
容
か
ら

見
れ
ば
、
他
の
『
二
十
四
孝
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
説
話
と
比
べ
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　
『
二
十
四
孝
』
は
、「
漢
代
以
来
の
古
孝
子
伝
か
ら
発
生
し
た
と
思
わ
れ
る
」
も
の
で
あ
る四

。
古
孝
子
伝
の
発
生
す
る
契
機
は
、
孝
行
が
官
吏
を

選
抜
す
る
際
の
一
つ
の
条
件
と
な
る
こ
と
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
十
三
州
志
』（
北
魏
・
闞
駰
撰
）
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

秦
の
時
代
か
ら
す
で
に
孝
子
を
官
吏
に
選
抜
す
る
制
度
が
成
立
し
て
い
た五

。
漢
の
時
代
に
下
る
と
、
孝
子
と
し
て
名
を
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
官
吏
の
道
が
開
け
る
可
能
性
が
存
在
し
た六

。
古
孝
子
伝
は
、
そ
の
事
情
を
背
景
と
し
て
発
生
、
編
纂
、
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
説

的
に
考
え
れ
ば
、
残
さ
れ
た
古
孝
子
伝
の
中
に
は
、
歴
史
上
に
実
在
す
る
官
吏
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、『
中
国
歴

代
人
名
大
辞
典
』（
上
海
古
籍
出
版
社　

一
九
九
九
年
）、『
二
十
四
史
紀
傳
人
名
索
引
』（
張
忱
石　

呉
樹
平
編　

中
華
書
局　

一
九
八
◯
年
）
よ
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り
、『
二
十
四
孝
』
に
選
ば
れ
た
各
説
話
の
主
人
公
に
つ
い
て
記
載
す
る
出
典
を
調
べ
、
そ
の
結
果
を
下
記
の
表
一
に
ま
と
め
た
。

表
一
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
二
十
七
人
の
中
に
は
、
所
出
が
二
十
四
史
や
、『
尚
書
』、『
春
秋
左
氏
伝
』、『
荘
子
』
で
あ
る
人
物
は
二
十

一
人
も
占
め
て
い
る
。
そ
の
二
十
一
人
の
中
に
は
、
虞
舜
、
漢
文
帝
、
郯
子
な
ど
の
帝
や
国
主
、
楚
王
の
招
聘
を
忌
避
し
た
道
教
の
老
萊
子
、
そ

表一 人名 二十四孝説話 出典

1 舜 孝感動天 『尚書』舜典、史記

2 漢文帝 親嘗湯薬 史記、漢書

3 曾参 嚙指痛心 史記

4 閔損 葦衣順母 史記

5 仲由 百里負米 史記

6 董永 売身葬父 『霊芝篇』、『法苑珠林』巻六二

7 郯子 鹿乳奉親 『左伝』襄公七年、昭公十七年

8 江革 行傭供母 梁書、南史

9 陸績 懐橘遺親 三国志、後漢書

10 唐夫人（崔琯） 乳姑不怠 旧唐書、『唐登科記考』巻十五

11 呉猛 恣蚊飽血 晋書

12 王祥 臥氷求鯉 晋書

13 郭巨 埋児奉母 『尚友録』巻二○

14 楊香 扼虎救父 『虎薈』巻一

15 朱寿昌 棄官尋母 宋史、『東都事略』巻一一七

16 庾黔娄 嘗糞憂心 梁書、南史

17 老萊子 戯彩娯親 『荘子』外物、『高士伝』

18 蔡順 拾葚異器 後漢書

19 黄香 扇枕温衾 後漢書

20 姜詩妻 涌泉躍鯉 後漢書

21 王裒 聞雷泣墓 晋書

22 丁蘭 刻木事親 『古今図書集成』学行典巻一八○

23 孟仁 哭竹生筍 三国志

24 黄庭堅 滌親溺器 宋史

25 伯瑜 伯瑜泣杖 『尚友録』巻五

26 張孝（趙孝） 張孝張礼 後漢書

27 田真 三田分荊 『尚友録』巻六

※『中国歴代人名大辞典』、『二十四史紀傳人名索引』より筆者が整理した。
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し
て
孔
子
の
弟
子
で
あ
り
、
官
吏
を
辞
退
し
た
閔
損
、
父
が
殺
害
さ
れ
た
後
、
西
晋
に
出
仕
し
な
か
っ
た
王
裒
な
ど
が
い
る
。
残
っ
た
十
五
人

は
、
す
べ
て
各
時
代
に
官
吏
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

中
国
に
お
い
て
、
儒
学
が
官
学
と
な
っ
た
後
は
、
出
仕
を
志
す
人
に
と
っ
て
儒
学
の
孝
行
思
想
の
勉
学
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
孝

行
を
し
、
後
に
良
い
官
吏
と
な
り
、
史
書
に
そ
の
名
を
残
し
た
人
物
は
、
出
仕
を
志
す
人
に
と
っ
て
の
理
想
像
と
な
る
。
そ
の
人
物
に
つ
い
て
の

孝
行
話
は
、
童
蒙
を
教
え
る
た
め
に
使
う
教
訓
書
に
相
応
し
い
素
材
と
も
言
え
る
。
そ
の
点
か
ら
見
れ
ば
「
田
真
説
話
」
は
、
他
の
説
話
と
性
格

が
異
な
る
。『
中
国
歴
代
人
名
大
辞
典
』
で
は
、『
尚
友
録
』
を
「
田
真
説
話
」
の
所
出
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。『
尚
友
録
』
は
、
明
朝
の
万
暦
四

五
年
（
一
六
一
七
年
）、
廖
用
賢
が
編
纂
し
た
書
籍
で
あ
る
。『
四
庫
全
書
総
目
』（
一
七
八
一
年
）
の
評
価
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
史
実
の
考
証
で

は
な
く
、
参
考
資
料
に
は
な
り
難
い
書
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る七

。「
田
真
説
話
」
の
主
人
公
に
つ
い
て
は
、
正
史
で
は
そ
の
存
在
を
確
認
で
き

な
い
。
史
実
と
し
て
の
確
認
が
で
き
な
い
の
で
、
田
真
と
い
う
人
物
が
博
学
多
才
か
ど
う
か
、
ど
の
よ
う
な
思
想
、
文
才
、
治
世
の
実
績
を
残
し

た
か
に
つ
い
て
は
、
一
切
知
る
術
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
そ
の
人
物
に
つ
い
て
の
印
象
は
薄
く
な
り
、
教
訓
書
に
選
ば
れ
る
よ
い
素
材
と
は
言
い
難

い
。次

に
、
確
実
な
所
出
を
挙
げ
ら
れ
な
い
六
話
の
内
容
を
比
較
し
て
も
、「
田
真
説
話
」
は
他
の
孝
子
説
話
と
は
一
定
の
距
離
が
あ
る
。
自
己
犠

牲
の
心
を
宣
伝
す
る
の
は
、
孝
行
話
を
作
る
目
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
孝
行
話
の
主
人
公
は
、
必
ず
何
か
犠
牲
を
払
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
実
在
し
な
い
人
物
の
話
こ
そ
、
主
人
公
の
犠
牲
を
大
げ
さ
に
表
現
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
物
を
宣
伝
す

る
意
味
が
な
く
、
話
自
体
が
成
り
立
た
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

確
実
な
所
出
を
挙
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
説
話
に
お
け
る
、
主
人
公
が
孝
行
の
た
め
に
払
お
う
と
す
る
犠
牲
の
例
は
、
自
分
を
僕
と
し
て
売
る

（
董
永
）、
命
を
か
け
て
虎
と
闘
う
（
楊
香
）、
自
分
の
息
子
を
生
埋
め
に
し
よ
う
と
す
る
（
郭
巨
）、
妻
と
離
縁
す
る
（
丁
蘭
）
話
と
な
り
、
最
も

程
度
が
軽
く
て
も
、
母
に
杖
で
叩
か
れ
る
（
伯
瑜
）
話
と
な
る
。
そ
れ
ら
と
比
べ
、「
田
真
説
話
」
は
兄
弟
が
財
産
を
分
け
る
話
で
あ
り
、
後
に

財
産
分
与
の
行
為
を
止
め
て
も
、
そ
の
財
産
を
放
棄
す
る
の
で
は
な
い
の
で
、
何
一
つ
犠
牲
を
払
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
そ
の
点
か
ら
見
て

も
、「
田
真
説
話
」
は
他
の
説
話
と
比
べ
、
全
く
異
色
の
存
在
で
あ
る
。
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以
上
、「
田
真
説
話
」
は
『
二
十
四
孝
』
の
他
の
孝
子
説
話
と
比
べ
、
そ
の
性
格
も
内
容
も
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
古
孝

子
伝
の
話
（
周
景
式
撰
孝
子
伝
の
「
荊
樹
連
陰
説
話
」）
と
も
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
最
初
は
孝
行
話
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　「
田
真
説
話
」
の
話
型

　
「
田
真
説
話
」
の
資
料
が
最
初
に
世
に
出
た
の
は
、『
続
斉
諧
記
』
で
あ
る
。『
続
斉
諧
記
』
と
は
、
南
朝
・
梁
の
呉
均
（
四
六
九
年
〜
五
二
○

年
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
志
怪
小
説
集
で
あ
る
。『
隋
書
』「
経
籍
志
・
雑
伝
」、『
旧
唐
書
』「
経
籍
志
・
雑
伝
類
」、『
唐
書
』「
芸
文
志
・
小
説

類
」、『
宋
史
』「
芸
文
志
・
小
説
家
類
」、『
四
庫
全
書
総
目
』「
子
部
・
小
説
家
類
」
に
一
巻
と
記
載
さ
れ
、『
崇
文
総
目
』「
小
説
類
下
」
及
び

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』「
雑
伝
家
」
に
三
巻
と
記
さ
れ
て
い
る
。
流
布
本
と
し
て
は
、
顧
氏
文
房
小
説
本
、
古
今
逸
史
本
、「
虞
初
志
」
本
、
広

漢
魏
叢
書
本
、
増
訂
漢
魏
叢
書
本
、
五
朝
小
説
本
、
陶
珽
「
説
郛
」
本
な
ど
が
あ
る八

。
そ
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
京
兆
田
真
兄
弟
三

人
、
共
議
二
分
財
一
。
生
貲
皆
平
均
。
惟
堂
前
一
株
紫
荊
樹
。
共
議
欲
レ
破
二
三
片
一
。
明
日
就
截
レ
之
、
其
樹
即
枯
死
。
状
如
二
火
然
一
。
真
往
見
レ

之
、
大
驚
。
謂
二
諸
弟
一
曰
、
樹
本
同
レ
株
、
聞
二
将
分
斫
一
、
所
以
二
憔
悴
一
。
是
人
不
レ
如
レ
木
也
。
因
悲
不
レ
自
レ
勝
、
不
二
復
解
一レ
樹
。
樹
応
レ
声

栄
茂
。
兄
弟
相
感
、
合
二
財
宝
一
。
遂
為
二
孝
門
一
。
真
仕
至
二
大
中
大
夫
一
陸
機
詩
云
三

荊
歓
レ
同
レ
株
」九
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
最
後
に
は
、
小
字
双
行
で
「
陸
機
詩
云

三
荊
歓
レ
同
レ
株
」
と
い
う
注
釈
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
注
釈
を
加
え
た
人
物
は
、「
田
真
説
話
」
の
作
者
本
人
か
、
後
世
の
人
か
に
関
わ
ら

ず
、
そ
の
注
釈
に
よ
り
、「
田
真
説
話
」
は
、
陸
機
の
詩
句
「
三
荊
歓
レ
同
レ
株一
〇

」（「
豫
章
行
」）
と
の
深
い
関
わ
り
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
点
を
踏
ま
え
、「
田
真
説
話
」
の
生
成
を
考
え
る
上
で
、『
続
斉
諧
記
』
の
作
者
呉
均
が
、
こ
の
説
話
を
作
っ
た
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
の
考
察
を
し
て
み
た
い
。

　
『
梁
書
』（
六
二
九
年
）
の
記
載一
一

に
よ
る
と
、
呉
均
は
俊
才
で
あ
り
、
そ
の
文
才
が
当
時
の
文
壇
の
指
導
的
な
立
場
に
い
る
沈
約
（
四
四
一
年
〜

五
一
三
年
、
中
国
南
朝
を
代
表
す
る
文
学
者
、
政
治
家
）
に
賞
賛
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
か
ら
も
、
呉
均
は
説
話
や
物
語
を
作
る
筆
力

を
当
然
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
当
時
の
著
名
な
詩
人
柳
惲
（
四
六
五
年
〜
五
一
七
年
、
南
朝
・
梁
の
詩
人
）
は
、
日
々
、
呉
均
を
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呼
び
寄
せ
て
詩
文
を
作
っ
た
。
呉
均
の
詩
文
は
、
好
事
家
に
「
呉
均
体
」
と
呼
ば
れ
て
流
行
し
、
一
世
を
風
靡
す
る
詩
人
で
、
優
れ
た
詩
作
の
才

能
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
詩
人
と
し
て
の
呉
均
が
、
二
百
年
前
の
著
名
な
文
学
者
で
あ
る
陸
機
（
二
六
一
年
〜
三
○
三
年
）
の
詩
作
を
意
識
し
、

か
つ
そ
の
詩
作
か
ら
典
拠
を
読
み
取
る
力
は
当
然
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
呉
均
は
帝
の
命
で
史
書
を
撰
し
、
ま
た
『
後
漢
書
』
に
注

釈
を
付
け
る
な
ど
、
史
書
、
典
拠
に
詳
し
か
っ
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
呉
均
は
「
田
真
説
話
」
を
作
る
た
め
の
必
要
条
件
を
満
た
し
て
お
り
、
彼
が
作
者
で
あ
る
可
能
性
は
当
然
存
在
す
る
。
仮

説
と
し
て
、
呉
均
は
「
田
真
説
話
」
を
作
り
、
ま
た
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
最
後
に
「
陸
機
詩
云
三
荊
歓
レ
同
レ
株
」
と
い
う
注
釈
を
付
け
た
と
す
る

な
ら
ば
、
陸
機
の
詩
句
は
「
田
真
説
話
」
を
読
み
取
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
。

　
「
田
真
説
話
」
は
、
陸
機
の
「
三
荊
」
詩
句
の
典
拠
「
太
伯
説
話
」
と
比
べ
る
と
、
同
じ
く
三
人
兄
弟
の
話
で
あ
る
が
、
新
し
く
「
田
真
」
と

い
う
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
説
話
や
物
語
の
改
作
を
行
う
と
き
、
新
し
く
加
え
ら
れ
た
内
容
に
は
、
必
ず
作
者
の
何
ら
か
の
意
図
が
表
わ
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
呉
均
が
史
書
や
典
拠
に
詳
し
い
点
も
配
慮
し
、
呉
均
以
前
の
時
代
に
成
立
し
た
史
書
の
中
で
、
田
氏
三
兄
弟
に

つ
い
て
の
話
や
、「
太
伯
説
話
」
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
話
を
探
し
て
み
る
と
、『
漢
書
』
の
中
で
、
次
の
一
話
を
見
出
し
た
。「
田
儋
、
狄

人
也
、
故
斉
王
田
氏
之
族
也
。
儋
従
弟
栄
、
栄
弟
横
、
皆
豪
傑
、
宗
彊
能
得
レ
人
（
略
）
見
二
狄
令
一
、
因
撃
二
殺
令
一
、
而
召
二
豪
吏
子
弟
一
曰
、

諸
侯
皆
反
レ
秦
自
立
。
斉
古
之
建
国
、
儋
田
氏
、
当
レ
王
。
遂
自
立
爲
二
斉
王
一
（
略
）
栄
怒
追
撃
二
殺
市
於
即
墨
一
、
還
攻
二
殺
済
北
王
安
一
、
自
立

爲
レ
王
、
尽
並
二
三
斉
之
地
一
（
略
）
而
横
聞
二
王
死
一
、
自
立
爲
レ
王
（
略
）
高
帝
曰
、
嗟
乎
、
有
レ
以
起
二
布
衣
一
、
兄
弟
三
人
更
王
、
豈
非
レ
賢

哉
。
爲
レ
之
流
レ
涕
」（「
巻
三
三
・
魏
豹
田
儋
韓
王
信
伝
三
」
汲
古
書
院　

一
九
七
二
年
）。『
漢
書
』
と
は
、
班
固
（
三
二
年
〜
九
二
年
）
が
著

し
た
史
書
で
、
成
立
年
代
は
呉
均
（
四
六
九
年
〜
五
二
○
年
）
よ
り
前
と
な
る
。
こ
の
話
は
田
儋
と
そ
の
従
弟
で
あ
る
田
栄
、
田
横
三
兄
弟
に
つ

い
て
の
話
で
あ
る
。

漢
の
高
祖
帝
が
発
し
た
「
兄
弟
三
人
更
王
」
と
い
う
感
嘆
の
辞
に
よ
り
、
そ
の
三
兄
弟
は
と
も
に
王
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
、「
太
伯
説
話
」

と
の
繫
が
り
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。『
史
記
』
に
よ
る
と
、
太
伯
三
兄
弟
は
、
と
も
に
王
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る一
二

。
し
か
し
、
留
意
す

べ
き
こ
と
は
、
太
伯
兄
弟
三
人
は
、
と
も
に
譲
ら
れ
て
王
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
季
歴
は
兄
達
に
譲
ら
れ
て
家
督
を
相
続
し
、
王
に
な
っ
て
い
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る
。
太
伯
は
弟
の
虞
仲
と
と
も
に
荊
蛮
の
地
に
出
奔
し
、
当
地
の
人
々
は
そ
の
義
を
感
じ
、
彼
を
王
と
し
て
推
戴
し
、
呉
国
を
建
て
た
。
太
伯
は

子
息
が
な
く
、
亡
く
な
る
前
に
王
位
を
虞
仲
に
譲
っ
た
。
傍
線
部
を
参
照
す
る
と
、
田
氏
兄
弟
は
三
人
と
も
「
自
立
爲
レ
王
」、
自
ら
王
と
な
っ

た
点
が
、「
太
伯
説
話
」
と
異
な
る
。

次
に
、「
田
真
説
話
」
に
あ
る
「
木
が
枯
れ
て
ま
た
蘇
る
」
一
節
が
基
づ
い
た
話
型
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
「
田
真
説
話
」
の
中
で
、
田
真
兄
弟
が
紫
荊
樹
を
切
ろ
う
と
す
る
と
、
紫
荊
樹
は
一
夜
で
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
が
切
る
こ
と
を
止

め
る
こ
と
を
決
心
す
る
と
紫
荊
樹
は
即
座
に
蘇
っ
た
。
こ
れ
は
実
在
の
話
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。『
荘
子
』「
逍
遥
遊
」
に
よ
る
と
、「
斉
諧
」
と

は
「
志
怪
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
神
怪
不
可
思
議
の
事
を
書
き
記
す
書
物
と
も
理
解
で
き
る一
三

。
そ
れ
に
従
う
と
、
呉
均
が
著
し
た
『
続
斉
諧

記
』
は
、
志
怪
小
説
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

呉
均
が
「
田
真
説
話
」
を
作
っ
た
と
仮
定
し
、
木
が
枯
れ
て
ま
た
蘇
る
と
い
う
話
型
が
、
呉
均
以
前
の
時
代
に
成
立
し
た
志
怪
小
説
に
存
在
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
探
し
て
み
る
と
、『
異
苑
』（
南
朝
宋
〈
四
二
○
年
〜
四
七
九
年
〉
劉
敬
叔
撰
）
に
、
次
の
一
話
を
見
出
し
た
。「
句
章
人
呉

平
、
州
門
前
忽
生
二
一
株
青
桐
樹
一
、
上
有
二
謡
歌
之
声
一
、
平
悪
而
斫
殺
。
平
隨
レ
軍
北
征
、
首
尾
三
載
、
死
桐
歘
自
還
二
立
於
故
根
之
上
一
。
又

聞
二
樹
巔
空
中
歌
一
曰
「
死
桐
今
更
青
、
呉
平
尋
当
レ
帰
、
適
聞
レ
殺
二
此
樹
一
、
已
復
有
二
光
輝
一
。」
平
尋
復
帰
如
レ
見
。」一

四（「
巻
六
」）。
傍
線
部
で

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
右
の
一
話
は
次
の
三
点
か
ら
「
田
真
説
話
」
と
の
類
似
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
目
は
、
木
を
切
る
こ
と
で

あ
る
。
二
つ
目
は
、
木
が
蘇
る
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
木
の
蘇
生
に
よ
っ
て
主
人
公
の
帰
還
（「
田
真
説
話
」
で
は
主
人
公
の
改
心
）
を
象

徴
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
冒
頭
部
の
地
名
「
句
章
」
に
つ
い
て
は
、『
十
三
州
志
』
に
よ
る
と
、
越
王
勾
踐
が
呉
王
夫
差
を
滅
ぼ
し
た
功
績
を
表
彰
す
る
た
め

に
、
句
餘
と
い
う
城
は
、
句
章
と
名
を
改
め
た一
五

。『
十
三
州
志
』
と
は
、
北
魏
（
三
八
六
年
〜
五
三
四
年
）
の
闞
駰
が
編
纂
し
た
地
理
志
で
あ

る
。
闞
駰
の
生
没
年
は
不
詳
で
、『
魏
書
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
闞
駰
が
著
し
た
『
十
三
州
志
』
は
、
大
い
に
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
闞
駰
も

北
涼
の
君
主
沮
渠
蒙
遜
、
沮
渠
牧
犍
に
重
ん
じ
ら
れ
、
北
涼
が
滅
ん
だ
後
も
、
楽
平
王
拓
跋
丕
の
推
薦
に
よ
り
北
魏
に
出
仕
し
た
。
拓
跋
丕
の
没

後
、
闞
駰
は
都
に
戻
り
、
零
落
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
降
に
『
十
三
州
志
』
を
著
す
可
能
性
は
低
い
と
言
え
る一
六

。
筆
者
の
推
測
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と
し
て
は
、
闞
駰
は
沮
渠
蒙
遜
（
三
六
八
年
〜
四
三
三
年
）
に
仕
え
て
い
る
間
に
、
す
で
に
『
十
三
州
志
』
を
著
し
て
お
り
、
拓
跋
丕
の
没
年

（
四
四
四
年
）
以
前
に
、『
十
三
州
志
』
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
宋
書
』
で
は
、「（
元
嘉
）
十
四
年
、
茂
虔
奉
レ
表
献
二
方
物
一
、
並

献
二
（
略
）
十
三
州
志
十
巻
一
」（「
巻
九
八
・
列
伝
五
八
・
氏
胡
・
胡
大
且
渠
蒙
遜一
七
」）
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
王
力
波
氏
は
茂

虔
（
沮
渠
牧
犍
）
が
献
上
し
た
『
十
三
州
志
』
は
闞
駰
の
著
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
成
立
年
代
は
、
元
嘉
十
四
年
（
四
三
七
年
）
以
前
と

な
る
と
い
う
意
見
を
示
し
た一
八

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
闞
駰
の
『
十
三
州
志
』
の
成
立
年
代
は
、
呉
均
（
四
六
九
年
〜
五
二
○
年
）
以
前
で
あ
る
と
判

断
で
き
る
。

ま
た
、『
北
史
』（
六
五
九
年
）
の
記
載
に
よ
る
と
、
闞
駰
の
名
声
は
自
国
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
時
の
中
国
の
東
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
の

で一
九

、
そ
の
『
十
三
州
志
』
は
、
後
に
呉
均
の
目
に
触
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
ま
た
、
呉
均
自
身
も
十
六
巻
の
『
十
二
州
記
』
と
い
う
地
理

志
を
著
わ
し
た
の
で
、
上
記
の
句
章
の
条
に
つ
い
て
は
知
悉
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

以
上
か
ら
推
考
す
る
と
、「
田
真
説
話
」
は
、『
続
斉
諧
記
』
の
作
者
で
あ
る
呉
均
が
作
っ
た
と
し
た
場
合
、
そ
れ
は
、
陸
機
の
詩
句
「
三
荊
」

の
基
づ
い
た
典
拠
「
太
伯
説
話
」
と
、『
漢
書
』
に
あ
る
「
田
儋
兄
弟
」
の
話
、
及
び
『
異
苑
』
に
あ
る
「
死
桐
復
青
」
の
話
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
太
伯
説
話
」
と
比
べ
る
と
、「
田
儋
兄
弟
」
の
話
で
は
兄
弟
三
人
が
と
も
に
自
ら
王
と
な
る
と
い

う
点
で
異
な
り
、
ま
た
呉
国
の
元
祖
と
看
做
さ
れ
る
太
伯
と
異
な
り
、『
異
苑
』
の
「
死
桐
復
青
」
の
話
に
は
、
呉
王
夫
差
を
滅
ぼ
し
た
越
王
勾

踐
の
功
績
を
称
え
る
た
め
に
命
名
し
た
句
章
と
い
う
地
名
が
現
わ
れ
る
。
こ
れ
は
陸
機
の
作
っ
た
「
三
荊
」
詩
句
と
は
別
の
意
図
が
入
っ
て
い
る

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

四
　「
田
真
説
話
」
の
作
成
意
図

　
「
田
真
説
話
」
が
呉
均
の
作
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
作
成
意
図
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
更
に
「
田
儋
兄
弟
」
の
話
を
調

べ
る
と
、「
故
斉
王
田
氏
之
族
也
」
と
い
う
注
目
す
べ
き
一
文
が
あ
っ
た
。

　
『
漢
書
』
に
よ
る
と
、
田
儋
兄
弟
の
先
祖
で
あ
る
田
完
は
、
春
秋
戦
国
時
代
の
斉
国
に
功
績
が
あ
り
、
後
に
そ
の
子
孫
が
斉
国
を
領
有
し
て
い
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る
こ
と
が
分
か
っ
た二
〇

。
そ
の
事
情
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
田
太
公
相
二
斉
宣
公
一
（
略
）
宣
公
五
十
一
年
卒
（
略
）

太
公
乃
遷
二
康
公
於
海
上
一
、
食
二
一
城
一
（
略
）
三
年
、
太
公
與
二
魏
文
侯
一
会
二
濁
沢
一
、
求
レ
爲
二
諸
侯
一
。
魏
文
侯
乃
使
三
使
言
二
周
天
子
及
諸
侯

一
、
請
下
立
二
斉
相
田
和
一
爲
中
諸
侯
上
、
周
天
子
許
レ
之
。
康
公
之
十
九
年
、
田
和
立
爲
二
斉
侯
一
、
列
二
於
周
室
一
、
紀
二
元
年
一
。」（「
巻
四
六
・
田

敬
仲
完
世
家
十
六二
一
」）。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
田
和
が
領
有
し
た
国
は
春
秋
戦
国
時
代
の
斉
国
で
あ
る
。
呉
均
の
仕
え
た
主
君
は
六
朝
時
代
の
南
朝
・
梁
武
帝

で
あ
る
。
そ
の
直
前
の
王
朝
は
南
朝
の
斉
国
で
あ
る
。「
斉
国
」
は
、
春
秋
戦
国
時
代
の
斉
国
と
六
朝
時
代
の
南
朝
の
斉
国
を
連
想
す
る
キ
ー
ワ

ー
ド
と
な
る
。
梁
武
帝
に
つ
い
て
は
、『
梁
書
』
で
は
、
次
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
丙
辰
斉
帝
禅
二
位
于
梁
王
一
（
略
）
高
祖
抗
レ
表
陳
讓
、

表
不
レ
獲
レ
通
（
略
）
群
臣
重
表
固
請
、
乃
従
レ
之
。」（「
紀
一
・
武
帝
上
」）。「
封
二
斉
帝
一
爲
二
巴
陵
王
一
、
全
食
二
一
郡
一
。」（「
紀
二
・
武
帝
中
」）。

更
に
『
梁
書
』
の
後
に
成
立
し
た
『
資
治
通
鑑
』（
一
○
八
四
年
）
の
記
述
か
ら
見
る
と
、
梁
武
帝
は
最
初
に
斉
国
に
功
績
が
あ
り
、
後
に
斉

国
の
王
族
を
根
こ
そ
ぎ
取
り
除
き
、
最
後
に
斉
国
を
領
有
し
、
梁
国
を
建
て
た
と
い
う二
二

。
そ
の
経
緯
は
、「
田
氏
簒
レ
斉
」
の
話
と
相
当
の
部
分

で
一
致
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
呉
均
は
梁
武
帝
の
斉
国
領
有
の
行
為
を
諷
す
る
た
め
に
、「
田

真
説
話
」
を
作
っ
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。
し
か
し
、
自
分
の
仕
え
る
主
君
を
諷
す
る
行
為
は
、
極
め
て
大
胆
で
あ
り
、
し
か
も
危
険
で
あ
る
。

呉
均
が
「
田
真
説
話
」
を
作
る
動
機
は
、
ど
こ
に
由
来
す
る
の
か
を
更
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
『
梁
書
』
に
記
さ
れ
た
呉
均
の
記
載
に
、「
先
レ
是
均
表
求
撰
二
斉
春
秋
一
、
書
成
奏
レ
之
、
高
祖
以
二
其
書
不
一レ
実
、
使
三
中
書
舎
人
劉
之
遴
詰
問
二

数
條
一
、
竟
支
離
無
レ
対
、
敕
付
レ
省
焚
レ
之
、
坐
免
レ
職
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
呉
均
は
『
斉
春
秋
』
と
い
う
史
書
を
著
し
た
が
、
そ
の
書
物
は

梁
武
帝
に
焼
か
れ
、
呉
均
本
人
も
免
職
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
更
に
詳
し
い
事
情
は
、『
南
史
』（
六
五
九
年
）
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。「
均
嘗
不
レ
得
レ
意
。
贈
二
惲
詩
一
而
去
。
久
之
復
来
（
略
）
累
二
遷
奉
朝
請
一
。
先
レ
是
均
将
二
著
レ
史
以
自
名
一
。
欲
レ
撰
二
斉
書
一
。
求

借
二
斉
起
居
注
及
群
臣
行
状
一
。
武
帝
不
レ
許
。
遂
私
二
撰
斉
春
秋
一
奏
レ
之
。
書
称
三
帝
爲
二
斉
明
帝
佐
命
一
。
帝
悪
二
其
実
録
一
。
以
二
其
書
不
一レ
実
。

（
略
）
敕
付
レ
省
焚
レ
之
。
坐
免
レ
職
」（「
巻
七
二
・
列
伝
六
二
・
文
学二
三

」）。

　
『
梁
書
』
と
『
南
史
』
に
お
け
る
呉
均
に
つ
い
て
の
記
載
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
な
人
物
像
と
な
る
。
呉
均
は
身
分
の
低
い
家
の
出
身
で
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あ
っ
た
が
、
好
学
で
文
才
が
あ
り
、
そ
の
才
能
は
沈
約
や
柳
惲
の
よ
う
な
当
時
の
一
流
の
文
人
達
に
賞
賛
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
呉
均
は
そ
の

秀
で
た
才
能
に
よ
り
出
仕
し
た
が
、
意
に
添
わ
ぬ
こ
と
が
あ
っ
て
一
度
公
職
を
辞
め
、
そ
の
後
、
再
び
出
仕
し
た
。
官
職
を
転
々
と
し
た
が
、
奉

朝
請
と
い
う
文
官
の
散
位
に
と
ど
ま
っ
た
。
呉
均
は
自
分
の
名
を
歴
史
に
残
そ
う
と
、『
斉
春
秋
』
と
い
う
史
書
を
私
撰
し
た
。
そ
の
書
物
が
完

成
し
梁
武
帝
に
進
上
し
た
と
こ
ろ
、
梁
武
帝
に
つ
い
て
の
記
載
が
忠
実
す
ぎ
る
の
で
、
梁
武
帝
に
嫌
が
ら
れ
、
結
果
、
そ
の
書
物
は
焼
か
れ
て
し

ま
い
、
呉
均
も
免
職
と
な
っ
た
。
後
に
改
め
て
梁
武
帝
に
命
じ
ら
れ
、
通
史
を
撰
し
た
が
執
筆
の
途
中
で
没
し
て
い
る
。
呉
均
が
「
田
真
説
話
」

を
作
る
動
機
は
、
そ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
続
斉
諧
記
』
に
あ
る
「
田
真
説
話
」
に
は
、
と
く
に
「
状
如
二
火
然
一
」、
火
が
燃
え
る
よ
う
に
と
い
う
修
飾
語
を
使
っ
て
い
る
。
呉
均
の
目

の
前
で
燃
え
盛
っ
て
い
る
の
は
、
樹
木
か
、
そ
れ
と
も
歴
史
に
名
を
残
す
た
め
に
心
血
を
注
い
で
書
い
た
『
斉
春
秋
』
な
の
か
、
そ
れ
は
想
像
に

と
ど
め
る
し
か
な
い
。

以
上
の
推
考
に
よ
り
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、「
田
真
説
話
」
は
呉
均
が
作
っ
た
話
で
あ
り
、
そ
れ
は
梁
武
帝
に
対
す
る
諷
刺
作
で
あ
る
と

の
結
論
を
導
き
た
い
。

　
『
漢
書
』
に
は
、
春
秋
戦
国
時
代
の
斉
国
を
領
有
し
た
田
和
は
、
虞
舜
の
後
裔
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る二
四

。
虞
舜
は
中
国
上
古
時
代
の
明
君
の

一
人
と
言
わ
れ
、
古
く
か
ら
孝
子
と
し
て
の
名
声
も
高
く
、『
二
十
四
孝
』
に
も
孝
子
の
第
一
人
者
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。
呉
均
は
「
田
真
説

話
」
の
結
末
に
、「
遂
為
二
孝
門
一
」
と
い
う
一
文
を
加
え
て
い
る
の
で
、
名
門
の
出
身
で
あ
っ
た
者
の
中
で
も
、
国
の
簒
奪
者
が
現
わ
れ
る
と
い

う
諷
刺
的
な
意
図
も
見
て
取
れ
る
。

　
『
談
藪
』
と
い
う
六
朝
時
代
の
文
人
の
事
蹟
を
記
録
す
る
志
人
小
説
の
中
に
、「
梁
奉
朝
請
呉
均
有
二
才
器
一
」（「
沈
約二
五

」）
と
い
う
一
文
が
見
ら

れ
る
。
呉
均
の
才
能
は
公
に
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
官
職
は
奉
朝
請
と
い
う
散
位
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
落
差
は
大
き
い
。

陸
機
は
詩
句
「
三
荊
」
の
中
で
、
呉
国
の
祖
で
あ
る
太
伯
に
対
す
る
憧
れ
を
表
わ
し
た
。
呉
均
は
「
田
真
説
話
」
に
、
呉
国
の
夫
差
を
滅
ぼ
し

た
越
国
の
勾
践
の
話
を
暗
に
組
み
入
れ
た
。
中
国
の
六
朝
時
代
は
門
閥
制
度
が
特
に
重
ん
じ
ら
れ
、
身
分
の
高
い
家
の
出
身
で
な
い
か
ぎ
り
出
世

の
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
呉
均
は
自
ら
の
文
才
を
自
負
し
な
が
ら
も
、
身
分
の
低
い
出
身
で
あ
る
こ
と
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
文
学
的
才
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能
に
優
れ
、
し
か
も
名
門
の
出
身
で
あ
っ
た
二
百
年
ほ
ど
前
に
存
在
し
た
陸
機
を
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
眺
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
想
像

す
る
に
難
く
な
い
。

五
　
お
わ
り
に

本
稿
は
「
田
真
説
話
」
の
性
格
と
内
容
面
か
ら
検
討
を
試
み
た
。
そ
れ
は
南
朝
・
梁
の
呉
均
に
よ
っ
て
、
太
伯
兄
弟
の
話
、
田
儋
兄
弟
の
話
、

及
び
『
異
苑
』
に
あ
る
死
桐
復
青
の
話
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
梁
武
帝
に
対
す
る
諷
刺
作
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

確
か
に
「
田
真
説
話
」
は
、『
二
十
四
孝
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
か
ら
、
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
「
孝

行
物
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
こ
だ
わ
る
と
、
説
話
自
体
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
田
真
説
話
」
は
親
孝
行
の
要

素
が
薄
く
見
え
る
の
が
原
因
で
、
今
ま
で
孝
子
説
話
の
研
究
史
に
お
い
て
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
は
そ
れ
を
孝
行
説
話
で

あ
る
か
ど
う
か
の
再
認
識
、
そ
し
て
諷
刺
説
話
と
し
て
の
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
『
続
斉
諧
記
』
の
価
値
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
お
い
て
、『
続
斉
諧
記
』
は
廿
の
「
雑
伝
」
と
い
う
類
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
「
田
真
説
話
」

は
今
の
観
点
か
ら
見
る
と
、「
雑
伝
」
よ
り
「
小
説
」
と
い
う
類
目
に
分
類
さ
れ
る
ほ
う
が
よ
り
適
切
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
唐
代
の
類
書
に
見
ら
れ
る
「
田
真
説
話
」
の
変
容
、
中
国
で
す
で
に
逸
書
と
な
っ
た
『
琱
玉
集
』
と
の
相
関
関
係
、

「
田
真
説
話
」
の
草
子
物
の
変
遷
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

読
解
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
、
一
部
の
資
料
は
、
私
に
字
体
の
変
更
・
傍
線
・
句
読
訓
点
を
施
し
た
箇
所
が
あ
る
。

【
附
記
】
小
論
の
作
成
に
多
々
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
中
国
文
学
専
攻
の
吉
永
壮
介
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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註一 
大
島
建
彦
氏
に
「
こ
の
一
編
は
直
接
に
孝
行
に
関
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。」（『
御
伽
草
子
集
』「
二
十
四
孝
」
三
二
三
頁　

頭
注
一
一　

日
本
古
典

文
学
全
集
三
六　

小
学
館　

昭
和
四
九
年
）、
市
古
貞
次
氏
に
「
中
に
は
田
真
・
田
廣
・
田
慶
の
遺
産
分
配
に
絡
ま
る
話
の
や
う
に
親
孝
行
談
と
い
ひ

難
い
も
の
も
あ
る
が
」（『
中
世
小
説
の
研
究
』
五
章
二　

三
二
○
頁　

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
八
一
年
）、
黒
田
彰
氏
に
「
荊
樹
連
陰
の
故
事
が
古

来
、
孝
子
伝
或
い
は
、
二
十
四
孝
の
一
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
（
略
）
聊
か
理
解
し
に
く
い
面
が
あ
る
。」（『
孝
子
伝
の
研
究
』
三
九
三
頁

思
文
閣
出
版　

二
○
○
一
年
）、
金
文
京
氏
に
「
田
真
三
兄
弟
の
話
は
、「
二
十
四
孝
」
に
入
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
実
は
親
孝
行
で
は
な
く
兄
弟
愛
に

か
か
わ
る
。」（「『
孝
行
録
』
の
「
明
達
売
子
」
に
つ
い
て
│
「
二
十
四
孝
」
の
問
題
点
│
」『
汲
古
』
一
五　

平
成
元
年
六
月
）
な
ど
の
意
見
が
見
ら

れ
る
。

二 

柳
瀬
喜
代
志
「「
三
荊
」
故
事
源
流
考
」『
学
術
研
究
』「
国
語
・
国
文
学
編
第
三
一
号
」
早
稲
田
大
学
教
育
学
部　

一
九
八
二
年
。

三 

黒
田
彰
氏
は
『
孝
子
伝
の
研
究
』（
三
八
九
頁
）
の
中
で
、「
周
景
式
孝
子
伝
か
ら
続
斉
諧
記
へ
展
開
し
て
ゆ
く
意
味
な
ど
、
柳
瀬
喜
代
志
氏
の
「「
三

荊
」
故
事
源
流
考
」
に
詳
し
く
、
参
照
さ
れ
た
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。

四 

梁
音
「
二
十
四
孝
の
図
像
と
文
献
の
関
係
│
山
西
永
済
石
棺
と
『
孝
行
録
』
と
の
比
較
を
通
し
て
│
」『
名
古
屋
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
八
号　

二
○
一
○
年
。

五 

北
魏
・
闞
駰
『
十
三
州
志
』（
清
・
張
澍
輯　

叢
書
集
成　

商
務
印
書
館　

一
九
三
六
年
）
に
「
謁
者
、
秦
官
也
、
員
十
七
人
、
皆
選
下
孝
廉
年
未
二
五

十
一
曉
解
二
儐
贊
一
者
上
。
歳
盡
、
拜
二
縣
令
長
史
及
都
官
府
丞
長
史
一
。」（「
後
漢
書
注
」）
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。

六 

漢
・
班
固
『
漢
書
』（
唐
・
顔
師
古
注　

上
海
集
成
図
書
公
司　

一
九
○
八
年
）「
又
曰
、
孝
悌
天
下
之
大
順
也
（
略
）
及
問
二
民
所
一レ
不
レ
便
安
、
而
以

二
戸
口
一
率
置
二
三
老
、
孝
悌
、
力
田
常
員
一
、
令
下
各
率
二
其
意
一
、
以
道
上レ
民
焉
（
師
古
曰
、
無
二
孝
悌
、
力
田
之
人
一
、
可
レ
応
二
察
挙
レ
之
令
一
）」（「
巻

四
・
文
帝
紀
第
四
」）。

七 

清
・
永
瑢
等
編
撰
『
四
庫
全
書
総
目
』（
商
務
印
書
館　

一
九
三
三
年
）「【
尚
友
録
二
十
二
巻
】
浙
江
巡
撫
採
進
本　

明
廖
用
賢
編
、
用
賢
字
賓
于
、

建
寧
人
、
是
書
成
二
於
天
啓
中
一
、
蒐
採
二
古
人
事
實
一
、
以
レ
韻
為
レ
綱
、
以
レ
姓
為
レ
目
、
其
例
一
如
二
萬
姓
統
譜
一
、
諸
所
二
記
載
一
、
詳
略
失
レ
宜
、
無
レ

所
二
考
證
一
、
蓋
亦
為
二
應
レ
俗
作
一
也
。」（「
二
六
・
子
部
・
類
書
類
存
目
二
」）。

八 

石
昌
渝
主
編
『
中
国
古
代
小
説
総
目
』（
文
言
巻　

山
西
教
育
出
版
社　

二
◯
◯
四
年
）、
李
剣
国
『
唐
前
志
怪
小
説
史
』（
天
津
教
育
出
版
社　

二
◯

◯
六
年
）、
王
国
良
「
続
斉
諧
記
研
究
」（『
六
朝
志
怪
小
説
考
論
』
文
史
哲
出
版
社　

一
九
八
八
年
）、
張
祐
睿
「『
続
斉
諧
記
』
版
本
源
流
及
其
価
値
」



─ 70─ （175）

（『
衡
水
学
院
学
報
』
二
○
二
○
年
五
月
）
を
参
照
。
類
書
に
は
、
初
学
記
巻
十
八
、
太
平
御
覧
巻
四
二
一
・
四
八
九
な
ど
に
記
載
さ
れ
る
。

九 
梁
・
呉
均
『
続
斉
諧
記
』
増
訂
漢
魏
叢
書
載
籍
第
七
一
冊　

清
・
王
謨
輯　

乾
隆
五
七
年
序
刊
。

一
〇 
梁
・
簫
統
編　

唐
・
李
善
注
『
文
選
』（
中
華
書
局　

一
九
七
七
年
）「
巻
二
八
・
楽
府
下
・
陸
機
楽
府
一
七
首
・
豫
章
行
」
に
所
収
。

一
一 

唐
・
姚
思
廉
『
梁
書
』（
汲
古
書
院　

一
九
七
○
年
）「
呉
均
字
叔
庠
、
呉
興
故
鄣
人
也
。
家
世
寒
賎
、
至
レ
均
好
レ
学
有
二
俊
才
一
。
沈
約
嘗
見
二
均
文
一
、

頗
相
称
賞
。
天
監
初
、
柳
惲
爲
二
呉
興
一
召
補
二
主
簿
一
、
日
引
與
賦
レ
詩
。
均
文
体
清
抜
有
二
古
氣
一
、
好
レ
事
者
或
学
レ
之
、
謂
爲
二
呉
均
体
一
。（
略
）
引

兼
二
記
室
一
、
掌
二
文
翰
一
（
略
）
補
二
国
侍
郎
一
、
兼
二
府
城
局
一
、
還
除
二
奉
朝
請
一
。
先
レ
是
均
表
求
撰
二
斉
春
秋
一
。
書
成
奏
レ
之
、
高
祖
以
二
其
書
不
一

レ
実
、
使
三
中
書
舎
人
劉
之
遴
詰
二
問
数
條
一
、
竟
支
離
無
レ
対
、
敕
付
レ
省
焚
レ
之
、
坐
免
レ
職
。
尋
有
レ
敕
召
見
、
使
レ
撰
二
通
史
一
、
起
二
三
皇
一
訖
二
斉
代

一
。
均
草
二
本
紀
世
家
一
、
功
已
畢
、
唯
列
伝
未
レ
就
、
普
通
元
年
卒
、
時
年
五
十
二
。
均
注
二
范
瞱
後
漢
書
九
十
巻
一
、
著
二
斉
春
秋
三
十
巻
、
廟
記
十
巻
、

十
二
州
記
十
六
巻
、
銭
唐
先
賢
伝
五
巻
、
続
文
釈
五
巻
、
文
集
二
十
巻
一
」（「
四
九
・
列
伝
四
三
・
文
学
上
」）。

一
二 

西
漢
・
司
馬
遷
『
史
記
』
五
・
世
家
上
（
吉
田
賢
抗　

明
治
書
院　

一
九
七
七
年
）「
呉
太
伯
、
太
伯
弟
仲
雍
、
皆
周
太
王
之
子
、
而
王
季
歴
之
兄
也
。

季
歴
賢
、
而
有
二
聖
子
昌
一
。
太
王
欲
下
立
二
季
歴
一
以
及
上レ
昌
。
於
レ
是
太
伯
・
仲
雍
二
人
、
乃
奔
二
荊
蛮
一
、
文
身
断
髪
、
示
レ
不
レ
可
レ
用
、
以
避
二
季
歴

一
。
季
歴
果
立
。
是
為
二
王
季
一
。
而
昌
為
二
文
王
一
。
太
伯
之
奔
二
荊
蛮
一
、
自
号
二
句
呉
一
。
荊
蛮
義
レ
之
、
從
而
帰
レ
之
千
餘
家
、
立
為
二
呉
太
伯
一
。
太

伯
卒
、
無
レ
子
。
弟
仲
雍
立
。
是
為
二
呉
仲
雍
一
」（「
巻
三
一
・
呉
太
伯
世
家
一
」）。

一
三 

久
保
天
隨
編
『
荘
子
新
釋
』（
博
文
館　

一
九
一
○
年
）「
斉
諧
者
志
怪
者
也
（
略
）
字
解　

斉
諧
、
人
名
と
い
ふ
説
と
、
書
名
と
い
ふ
説
と
が
あ
る
。

抱
朴
子
に
、「
禹
益
斉
諧
の
智
」
と
い
ふ
よ
り
見
れ
ば
、
人
名
ら
し
い
が
、
簡
文
帝
は
、
書
名
と
い
ひ
、
後
人
多
く
、
之
に
従
ひ
、
今
の
山
海
経
の
様

な
物
で
あ
ら
う
と
い
つ
た
。
志
怪
、
神
怪
不
可
思
議
の
事
を
書
き
し
る
す
。」（「
上
巻
・
内
篇
・
逍
遥
遊
」）。

一
四 

南
朝
宋
・
劉
敬
叔
『
異
苑
』
範
寧
校　

古
小
説
叢
刊　

中
華
書
局　

一
九
九
六
年
。

一
五 

北
魏
・
闞
駰
『
十
三
州
志
』「
句
踐
之
地
、
南
至
二
句
餘
一
、
其
後
幷
レ
呉
、
因
大
城
句
餘
、
章
二
伯
功
一
以
示
二
子
孫
一
、
故
曰
句
章
」（「
後
漢
書
注
」）。

句
踐
と
は
勾
踐
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

一
六 

北
斉
・
魏
収
『
魏
書
』（
中
華
書
局　

一
九
七
四
年
）「
闞
駰
、
字
玄
陰
、
敦
煌
人
也
（
略
）
撰
二
十
三
州
志
一
、
行
二
於
世
一
。
蒙
遜
甚
重
レ
之
、
常
侍
二

左
右
一
、
訪
二
以
政
治
損
益
一
。
拜
二
秘
書
考
課
郎
中
一
（
略
）
加
二
奉
車
都
尉
一
。
牧
犍
待
レ
之
彌
重
、
拜
二
大
行
一
、
遷
二
尚
書
一
。
姑
臧
平
、
楽
平
王
丕
鎮

二
涼
州
一
、
引
爲
二
従
事
中
郎
一
。
王
薨
之
後
、
還
二
京
師
一
。
家
甚
貧
弊
、
不
レ
免
二
飢
寒
一
。
性
能
多
食
、
一
飯
至
二
三
升
一
乃
飽
。
卒
、
無
レ
後
。」（「
巻

五
二
・
列
伝
四
○
・
闞
駰
」）。

一
七 

梁
・
沈
約
『
宋
書
』
中
華
書
局　

一
九
七
四
年
。
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一
八 

王
力
波
氏
は
「
闞
駰
及
其
著
作
研
究
」（『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
第
五
期　

二
○
○
四
年
）
の
中
で
、「
上
引
『
宋
書
・
氏
胡
大
且
渠
蒙
遜
傳
』
載
牧

犍
献
書
、
也
有
「
十
三
州
志
十
巻
」
之
言
。
可
見
此
書
在
四
三
七
年
之
前
当
已
撰
得
。（
上
に
引
い
て
い
る
『
宋
書
・
氏
胡
大
且
渠
蒙
遜
傳
』
に
牧
犍

が
書
を
献
上
し
た
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
「
十
三
州
志
十
巻
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
書
は
四
三
七
年
以
前
に
す
で
に
著
さ

れ
た
と
見
え
る
。）」
と
述
べ
て
い
る
。

一
九 

唐
・
李
延
寿
『
北
史
』（
汲
古
書
院　

一
九
七
一
年
）「
闞
駰
（
略
）
皆
通
二
渉
経
史
一
。
才
志
不
レ
群
、
価
重
二
西
州
一
。
有
レ
聞
二
東
国
一
」（「
巻
三
四
・

列
伝
二
二
・
闞
駰
」）。

二
〇 

漢
・
班
固
撰
『
漢
書
』
に
「
大
夫
田
完
有
レ
功
二
於
斉
一
、
皆
疇
二
其
官
邑
一
延
及
二
子
孫
一
。
終
後
田
氏
簒
レ
斉
」（「
巻
七
六
・
趙
尹
韓
張
両
王
列
伝
四
六
」）

と
い
う
記
載
が
あ
る
。

二
一 

西
漢
・
司
馬
遷
『
史
記
』
六
・
世
家
中　

吉
田
賢
抗　

明
治
書
院　

一
九
七
九
年
。

二
二 

北
宋
・
司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』（
宋
元
・
胡
三
省
音
注　

三
島
中
洲
﹇
ほ
か
﹈
校
閲　

山
名
留
三
訓
点　

鳳
文
館　

一
八
八
四
年
）「
大
司
馬
内
有
二
受
レ

禅
之
志
一
（
略
）
甲
寅
、
詔
、
進
二
大
司
馬
位
相
国
一
、
総
二
百
揆
一
揚
州
牧
、
封
二
十
郡
一
爲
二
梁
公
一
、
備
二
九
錫
之
礼
一
、
置
二
梁
百
司
一
、
去
二
録
尚
書
之

号
一
、
驃
騎
大
将
軍
如
レ
故
（
略
）
壬
戌
、
梁
公
称
二
宝
晊
謀
反
一
、
幷
二
其
弟
江
陵
公
宝
覧
、
汝
南
公
宝
宏
一
、
皆
殺
レ
之
（
略
）
丙
戌
、
詔
二
梁
公
一
、
増

二
封
十
郡
一
、
進
レ
爵
爲
レ
王
（
略
）
辛
丑
、
殺
二
斉
邵
陵
王
宝
攸
、
晋
熙
王
宝
嵩
、
桂
陽
王
宝
貞
一
、
梁
王
將
レ
殺
二
斉
諸
王
一
（
略
）
斉
和
帝
至
二
姑
孰
一
。

丙
辰
、
下
レ
詔
、
禅
二
位
于
梁
一
（
略
）
丙
寅
、
梁
王
即
二
皇
帝
位
于
南
郊
一
（
略
）
丁
卯
、
奉
二
和
帝
一
爲
二
巴
陵
王
一
（
略
）
戊
辰
、
巴
陵
王
卒
。
時
上
欲

下
以
二
南
海
郡
一
爲
二
巴
陵
国
一
、
徙
レ
王
居
上レ
之
、
沈
約
曰
、
古
今
殊
レ
事
、
魏
武
所
レ
云
、
不
レ
可
下
慕
二
虚
名
一
而
受
中
実
禍
上
、
上
頷
レ
之
、
乃
遣
二
所
親

鄭
伯
禽
一
、
詣
二
姑
孰
一
、
以
二
生
金
一
進
レ
王
、
王
曰
、
我
死
不
レ
須
レ
金
、
醇
酒
足
矣
、
乃
飲
沈
酔
、
伯
禽
就
摺
二
殺
之
一
」（「
巻
一
四
五
・
梁
紀
・
高
祖

武
皇
帝
」）。

二
三 

唐
・
李
延
寿
『
南
史
』
汲
古
書
院　

一
九
七
二
年
。

二
四 

漢
・
班
固
撰
『
漢
書
』
に
は
「
莽
自
謂
黄
帝
之
後
。
其
自
本
曰
、
黄
帝
姓
姚
氏
、
八
世
生
二
虞
舜
一
（
略
）
至
二
周
武
王
一
、
封
二
舜
後
嬀
満
於
陳
一
、
是

爲
二
胡
公
一
。
十
三
世
生
レ
完
、
完
字
敬
仲
、
奔
レ
斉
、
斉
桓
公
以
爲
レ
卿
、
姓
田
氏
。
十
一
世
田
和
有
二
斉
国
一
、
三
世
称
レ
王
」（「
巻
九
八
・
元
后
伝
六

八
」）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

二
五 

北
斉
・
陽
松
玠
『
談
藪
』
程
毅
中
、
程
有
慶
輯
校　

古
小
説
叢
刊　

中
華
書
局　

一
九
九
六
年
。


